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三‘≒責 了 �∴尊敬露も主 も註 

轡電工轟1着 
中　風とともに去りぬ！

大曲を駆けて、バトンタッチ！！
5月24日伯）、町内の各中学校で体育祭が行われました。

北部地区の遠賀中学校ではそれぞれ赤、青、緑、黄、白の鉢巻きをした生徒たちが大激走！応援席も一

体となって、大いに盛り上がっていました。

みんなの一生懸命の頑張りに、流れ出た汗も－きわ輝いて見えました。
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65簾以上の人（第1号被保験讐） �10簾以上69複素番の人（第2号鞭傭 

保険料の算定 �保険料は所得に応じた額となり、その額 �保険料は加入している医療保険によって 
は町の介護サービスの水準に応じて高く �異なります。その額は、それぞれ加入して 

なったり低くなったりします。額の確定 �いる医療保険の算定方法により決まりま 

は、平成12年3月ごろです。 �す。 口国民健康保険の加入者は ・保険料は所得等に応じて算定されます。 ・保険料額の1／2は国が負担します。 □その他の健康保険加入者は ・保険料は給料に応じて算定されます。 ・保険料は事業主と折半になります。 ・健康保険に加入している人の扶養豪族 となっている宴など（65歳未満）は保険 料負担はありません。 

保険料の支払 �年金額が一定額以上（3万円／月）の人は �現在支払っている医療保険料と一緒に支 
い方法 �年金から天引きされます。それ以外の人 は個別に市町村に支払います。 �払います。 

サービス給付 �○浸たきり・痴ほうなどで入浴、排せつ、 �○初老期痴ほう、脳血管障害など老化に 
の対象者 �食事などの日常生活動作について常に �ともなう病気によって介護等が必要と 

介護が必要な人（要介護） ○食事や身じたく等の日常生活に支援が 必要な人（要支援） �なった人 

回
国
五
穀
尻
抄
」

硬
酵
淳
　
老
後
の
安
心
を
あ
ん
な
で
支
－
え
る
仕
組
掛
で
す

急
速
に
進
展
す
る
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
9
年
1
2
月

に
介
護
保
険
法
が
成
立
し
、
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
老
後
生
活
の
最
大
の
不
安
要
因
と
な
っ

て
い
る
介
護
問
題
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
福
祉
や
医
療
等
の
総
合
的
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
町
で
は
制
度
開
始
に
む
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
充
分
な
お
知
ら
せ
が
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
今
回
、

介
護
保
険
の
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
判
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
要
介
護
認

定
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
の
申
請
受

付
は
、
平
成
Ⅱ
年
日
月
か
ら
始
ま
り
ま

す。保
険
料
は
所
得
等
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す

サ
ー
ビ
ス
は
介
護
・
支
援
が

必
要
と
認
め
ら
れ
て
か
ら

時
代
の
要
請
に
応
え
て

介
護
保
険
制
度
を
創
設

る
方
式
　
（
介
護
の
社
会
化
）
　
へ
と
転
換

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
介
護

保
険
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
介
謡
で
は
、
困
っ
た
人

の
申
し
出
に
よ
り
、
町
が
必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
方
式
を
と
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
形
態
の
変

化
や
少
子
化
、
財
政
的
圧
迫
等
か
ら
こ

の
方
式
が
限
界
に
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
で
は
、
4
0
歳
以
上
の
人

に
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
時
に
そ
の
だ
れ
も

が
、
わ
ず
か
な
負
担
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
自
ら
の
意
思
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

制
度
の
運
営
主
体
は
市
町
村

サ
ー
ビ
ス
開
始
は
平
成
1
2
年
4
月
か
ら

介
護
保
険
で
は
、
市
町
村
が
保
険
者

と
な
り
、
3
年
に
一
度
、
見
直
さ
れ
る

保
険
料
額
の
決
定
や
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
、
被
保
険
者
証
の
発
行
、
財
源

の
確
保
と
運
用
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
は
平
成
1
2

年
4
月
か
ら
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
そ

の
人
が
身
体
的
に
ど
の
く
ら
い
介
護
を

介
護
保
険
制
度
で
皆
さ
ん
が
気
に
な

る
の
は
保
険
料
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
制
度
で
は
4
0
歳
以
上
の
人
が

被
保
険
者
（
6
5
歳
以
上
の
人
は
第
1
号

被
保
険
者
、
0
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人

は
第
2
号
被
保
険
者
）
　
と
な
り
、
そ
の

す
べ
て
の
人
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
そ
の
人
の

所
得
等
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
被
保
険
者
が
、
寝
た
ぎ
り
や
痴
ほ

う
な
ど
が
原
因
で
介
護
あ
る
い
は
日
常

生
活
の
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
1
割
の
自
己
負
担
で
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
や
支
払
い
の
方
法
、

サ
ー
ビ
ス
給
付
の
対
象
者
は
【
表
】
　
に

ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
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介
護
サ
ー
ビ
ス
は
多
種
多
様
、
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
利
用
者
が
選
択

①
在
宅
（
居
宅
）
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
在
宅
　
（
居
宅
）
　
サ
ー
ビ
ス
と
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
2
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
新
し
い
制
度
で
は
、
利
用
者
が
サ

ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
制
度
で

は
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
町
に
求
め
ら
れ

ま
す
。
町
で
は
、
制
度
開
始
ま
で
に
次

の
サ
ー
ビ
ス
　
（
現
在
行
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
）
　
を
提
供
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

が
居
宅
を
訪
問
し
て
、
入
浴
、
排
泄
、

食
事
等
の
介
護
や
日
常
生
活
上
の
世

話
を
行
い
ま
す
。

●
訪
問
入
浴

介
助
者
の
派
遣
に
よ
る
自
宅
浴
槽

で
の
入
浴
や
浴
槽
を
積
ん
だ
入
浴
車

で
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

●
訪
問
看
護

医
学
的
管
理
の
必
要
な
人
に
対
し

て
、
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、
看
護

婦
を
家
庭
に
派
遣
し
て
医
療
処
置
等

を
行
い
ま
す
。

●
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

理
学
療
法
士
や
作
業
棟
法
王
等
が

家
庭
を
訪
問
し
、
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ

（
機
能
回
復
訓
練
）
　
を
行
い
ま
す
。

●
短
期
入
所
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

介
護
者
の
一
時
的
理
由
に
よ
り
、

自
宅
で
の
介
護
が
困
難
に
な
っ
た

時
、
本
人
を
介
護
施
設
　
（
特
別
謙
譲

老
人
ホ
ー
ム
等
）
　
や
老
人
保
健
施
設

等
に
お
い
て
、
短
期
間
お
預
か
り
し

ます。

●
居
宅
蒸
発
管
瑠
指
導

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
が
家

庭
を
訪
問
し
、
療
謹
上
の
管
理
や
指

導
を
行
い
ま
す
。

●
日
帰
り
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
特
別

餐
護
老
人
ホ
ー
ム
等
）
　
に
お
い
て
入

浴
、
食
事
の
提
供
等
の
日
常
生
活
上

の
世
話
や
機
能
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

●
日
帰
り
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）

病
院
や
老
人
保
健
施
設
等
に
通
っ

て
、
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
等

の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ま
す
。

●
痴
ほ
う
対
応
型
協
同
生
活
介
護

痴
ほ
う
の
状
態
に
あ
る
要
介
護
者

が
十
人
前
後
で
協
同
生
活
を
営
む
住

居
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
に
お
い
て
日

常
生
活
の
介
助
や
介
護
を
受
け
ま
す
。

●
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
に
お
け
る
介
護

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
経
費
老
人
ホ

ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
に
お
い
て
、

日
常
生
活
上
の
世
話
や
機
能
訓
練
、

介
護
を
行
い
ま
す
。

●
福
祉
用
具
の
貸
与

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
要
介
護

者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
特

殊
ベ
ッ
ド
や
車
い
す
等
を
貸
与
し
ま

す。
●
住
宅
改
修
織
の
支
給

手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
解
消

な
ど
の
小
規
模
な
住
宅
改
修
に
つ
い

て
、
そ
の
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

②
施
設
サ
ー
ビ
ス

●
特
別
糞
護
老
人
ホ
ー
ム
　
（
特
餐
）
　
へ

の
入
所
持
薬
に
お
い
て
、
介
護
や
日
常
生

活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管

理
及
び
療
餐
上
の
管
理
を
行
い
ま

す
」
遠
賀
園
」
等
が
該
当
施
設
で
す
。

●
老
人
保
健
施
設
（
老
能
）
　
へ
の
入
所

老
健
に
お
い
て
、
看
護
、
医
学
的

管
理
下
の
介
護
及
び
機
能
訓
練
や
そ

の
他
必
要
な
医
療
、
日
常
生
活
上
の

世
話
を
行
い
ま
す
。
郡
内
で
は
、
「
リ

カ
バ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
ひ
び
き
」
や
「
清

涼
苑
」
、
「
高
倉
苑
」
等
が
該
当
施
設

です。

●
擬
装
型
病
床
群
等
の
施
設
へ
の
入
所

療
養
型
病
床
群
や
老
人
性
痴
ほ
う

疾
患
癒
襲
病
棟
及
び
介
護
力
強
化
病

院
に
お
い
て
、
療
護
上
の
管
理
、
看

護
、
医
学
的
管
理
下
で
の
介
護
の
他
、

必
要
な
医
療
を
行
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
老
人
病
院
等
の
こ
と
で
、
「
遠
賀
い

そ
べ
病
院
」
等
が
該
当
施
設
で
す
。
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お品∴鰐）＿詔 �������� 
尋庭はどう博多 ���� � � 

壇 �岡薗 �閏 �甜 itt ��� 
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で作成も可能　　　　　　　　易懇願田園　（亘垂∋ 

（へ　も＿：第　73項目を判断し、 、響∴寒露1覇作成鵡 ��父親l母親 �本人 
2500円l2500円 �1700 

（会社も向1 

介護認定審査会 �＼＿ �〈注） 平成12年度における介蹟保険料（1兆8．9（ 　を負担する40成以上碕よそ6．500 　i 

、④　　③‘珊）（垂） � �感染篇しま ヽ寝たきりの雛 ミ漂い00劫 幣”1介嬉サービス的よう－ ”2－ご’ 

専椴調2次土定 �l 
瑞諮　　不服畳」U∴鳴土薄 
そ　　　　　　　　　ヽレ　　　　　　　　　　　　（50歳〉 ／ノさし）∴∴÷∴i ※竃介轄欝会、、）　、 ∴∴∴i∵ 　一生 ���態6 － ∴ 

父親：態度　　　　　　　　　　　　　　　　四囲墾田 

「これからの高齢者介徽一介滋保険制度のあらまし」（財団法人日本経済教育センター発行）より引用

①給付申請 
も　＿貝　届　く　な　の　一　可　の　護　社　詳　族　人 
で　に　宅　県　い　た　人　能　指　支　会　し　）　は　給 
き　代　介　の　人　め　幕　と　定　援　福　ま　が　“付 
ま　行　謹　指　に　、ら　な　を　セ　祉　す　市　本　を 
す　を　事　定　つ　目　し　り　受　ン　協　o　町　人　受 ○　依　業　を　い　分　や　ま∴け　タ　識　な　村　（　け 

額　者　受　て　で　老　す　たl会　お　の　あ　よ 
す　や　け　は　申　夫　。機　な　や　、窓　る　う 
る　民　だ　、講　婦　ま　関　ど　在　中　口　い　と 
こ　生　指　向　で　世　た　で　、宅　請　に　は　す 

と　安　定　じ　き　帯　、も　県　介　は　申　蒙　る 

②在宅訪問調査・一次判定 
を　態　れ　査　定　タ　こ　況　道　た 

作　等　る　項　）l　の　に　し　後　市 

：∴∴∴∴∴ 　　　　、町 
o　た　り　必　査　す　コ　盃　の　講　話 

持　詳　要　員　芸　ン　を　心　盃　を 
話　し　と　は　－　ピ　行　身　員　受 
事　い　思　、次　ユ　い　の　を　付 

項　状　わ　謁　判　I　’状　派　け 

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
に
は
、
本
当
に
被
保
険
者

が
保
険
給
付
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
状
態
で
あ
る
か

ど
う
か
の
審
査
を
受
け
、
保
険
給
付
の
可
否
と
給
付
さ

れ
る
場
合
の
ラ
ン
ク
判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を

作
成
し
、
計
画
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
は
年
4
月
を
想
定
し
、
ひ
と
つ
の
モ

デ
ル
家
庭
を
例
に
、
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
ま
で
、

そ
の
手
続
き
の
流
れ
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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介護保険事業

実態調査に

ご協力ください！！

遠賀町では平成12年4月からスタートする

介護保険制度の導入にあたり、平成10年6月

1日現在の65歳以上の方全員を対象とした、

調査員（民生委員・福祉関係者職員等）によ
る個別訪問実態調査を行います。

この調査は、サービスの利用憲向や要介護

者等のおかれている環境や心身状況の実態調

査を行い、保健・医療サービスや福祉サービ

スの種類や必要量を正確に把握し、サービス

提供基盤の整備を図ることを目的としていま

す。

また、この実態調査により皆さんの直接の

負担となる介護保険料を決定する重要な調査
となります。ご協力をお願いします。

●陶査種類（I）65歳以上の高齢者全員の調査

（i次顎査）

（2）I次調査で要介護者等と思わ

れる高齢者の調査（2次調査）

（3）特別養護老人ホーム等の施設

に入所している高齢者の調査

（4）特別雲霞老人ホーム入所待機

者の調査

（5）40歳～64歳の人たちの利用意

向等の実態調査（抽出による

郵送調査）

●賦査期間i次調査……平成10年7月初旬
～8月末

2次調査……平成iO年IO月初旬

～ii月末

抽出郵送調査……平成IO年9月
～iO月末（予定）

●調査方法I次調査……民生委員の訪問に

よる調査票の配

付、回収
2次謁査……福祉関係職員の訪

問による面接・聞

き取り

●調査内容　対象者の健康状態や生活状況、

生きがいに関する意識、介護の実

態、保健・医療・福祉サービスの

認知度、利用状況、利用意向など

です。

●問い合わせ　遠賀町役場福祉課福祉係

℡（293）i234

内線223へ
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⑧要介護認定（二次判定）

父親は特別養護老人ホームに
入所。利用料は施設サービス
費用の1割、2万4000円（9割
は保険給付）と食喪の2万
3000円を合わせた4万7000円

毎月の介護関係の出費は5万9700円

（保険料6700円＋サービス利用料5万
3000円）となった

⑤自己負担
（利用者負担は、かがった費用の一割です）

母親は在宅介護サービスを
受けることに。利用料は介
護費6万円の1割、6000円

④利用サービスの決定

市
町
村
に
設
置
を
予

定
さ
れ
て
い
る
介
護
認

定
審
査
会
　
（
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
専
門
家
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
第
三

者
機
関
）
は
、
先
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
判
定
結

果
（
一
次
判
定
）
と
調
査

員
の
特
記
事
項
お
よ
び

主
治
医
の
意
見
書
に
基

づ
い
て
審
査
・
判
定
（
二

次
判
定
）
　
を
行
い
ま
す
。

こ
の
結
果
が
、
本
人
の

要
介
護
度
を
表
し
、

サ
ー
ビ
ス
給
付
額
と
な

り
ま
す
。
〔
表
参
照
〕

ま
た
、
決
定
の
内
容

に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、

県
に
設
置
さ
れ
る
介
護

保
険
審
査
会
に
審
査
請

求
を
行
う
こ
と
が
で
き

ます。

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
・
施

設
サ
ー
ビ
ス
と
も
か
か
っ
た
費
用
の
一
割
と
な
っ

て
い
ま
す
（
つ
ま
り
、
6
万
円
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

た
場
合
は
6
千
円
と
な
り
ま
す
）
。
た
だ
し
、
要
介

護
認
定
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
計
画
策
定
費
用
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
施
設

入
所
の
食
費
負
担
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
と
同

様
に
標
準
負
担
額
が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
一
割
の

利
用
者
負
担
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
に
よ
り
、
負
担
上
限
が
設
定
さ
れ
ま

す。

決
定
し
た
要
介
護
度
に
応
じ
て
、
利
用
者
が
自

ら
の
意
思
に
基
づ
い
て
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
し
決
定
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
こ
う
し
た
利
用
者

の
決
定
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
心
身

の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
・

効
率
的
に
提
供
し
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
策
定
を
依
頼
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
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左から高山町長、太田収入役、 ���島 

石井社長（キュー・工ム・ソフト） ����（西南電機）講∴　竃高鳥 
し　れ　　こ　機元　ま　る 
た　ば　　と」の　し町 

ま
葛
の
相
だ

］
拳
と
蹴
り
の
大
激
戦

少
年
空
手
道
大
会

4
月
2
4
日
、
遠
質
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
少
年
空
手
道
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
格
闘
家
た
ち
の
戦
い
に
、
こ
の

日
は
数
々
の
名
勝
負
が
。

勝
っ
て
も
負
け
て
も
勝
敗
に
悔
い
な
く
、
正
々
営
々
と
し
た
素

晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。
今
日
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
大
切
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

〔
な
お
、
遠
賀
町
人
債
者
は
左
記
の
通
り
で
す
〕

個
人
戦
男
子
組
手
の
部

小
学
生
　
1
－
2
年
（
黄
帯
）

優
勝
　
増
田
　
壮
大

小
学
生
　
5
～
6
年
　
（
茶
・
黒
帯
）

三
位
　
井
上
　
達
也
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警察　の届出

老人性痴ほう等による排街着の行動は予測がつきに
くく、外部からの情報を得ながら捜索せざるを得ませ
ん。このため、町では反射材性の布にマジック書きが
できる縫い付け用のワッペンを作りました。
いざという時のために用意されてみてはいかがです

か。なお、購入はあくまで家族・本人の自主的なもの
となります。

●購入方法
民生委員へ申し出られるか、
直接、役場福祉課窓口で現金を
添えて申し込みください。
●価格
1枚100円（ただし、一人15

枚まで）
●販亮期間
平成10年7月1日から

（予約は電話にて尊前に受け付
けます）

●使用方法
必要事項を油性マジックで記
入の上、衣類の適当な箇所に縫
い付けてください。

●申し込み・問い合わせ
役場福祉課福祉係
℡（293）1234　内線223

／ く二二二二二二二二 ＼ ［鶉黙漉闊 ��警察への届出　　i 

折尾番豪雪生活安全農防犯係 
℡（691）0110 

消防団 

地区 �攫生委員目 �　　　　l 役場への届出 警輔i 

消防団や区内の協
力者、遠賀郡消防
署、警察関係楼閣
による捜索活動

会　　歌　　秀　　筍　　か �俳 �て華　　か経　　る　落　　静茜　　燃民 �1短 �ヽ器γ 
釈　碑　遠　や　す し　の　の　雨　か ��ア中　の飾　るち　か差　ゆ宿 ンな　白り　な椿　にす　るの 

て　文城後な 畳字址の　る り　薄の背風 �句 �ダる　酒留か石　〈山音湯 ンレ　に学　をにれは薪に テス酔生あ転な紅燃浸 �歌 �俳 

遠 賀 ��お 
下　　れ　　碑　　文　　に ��のト　　う　を　　かぺ　　ず葉　　ゆ　り �ん �短句 敏 ）／－ 
り　て　や　で　こ の　読　風　あ　た池 �俄 友 句 会 抄 �響ラ　孫　あは　みの　るつ河 きン　緒　か石　お色　匂つ中 �が 短 歌 会 聾 

加桜永め縄光秀　り　小え　田 ��松民　に　藤　　き　上咲の河　り　映高　い懐 
藤か冒ぬ手る野し野て幸 　な　花　　か多雪利 ��月詣て沢　吾避け上原　え崎　か靖 　を妻　は∃りに夕　て　し喜 

栄　　畳の　　　宏　な高柳　選 ��福間　と　国　　わシ　　時ツ　　湖住　　む　選 
子　　子山道　　享　　子 ��溶　く　居子　　ずノ　　雨　ミ　　水子　　薪 
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家
族

擾
だ
け
で
は
た
り
な
い

閏
－
行
方
不
明
者
発
生
時
の
地
区
・
行
政
の
対
応
－

園
囲
困
閉
園
回
園
田
　
家
族

遠
賀
町
で
は
、
毎
年
二
、
三
件
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
依
頼
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
訳
は
、
次
の
と
あ
り
で
す
。

㈲
心
身
的
要
因
や
家
庭
内
問
題
に
よ
る
家
出

の
事
件
・
事
故
に
よ
る
場
合

㈲
老
人
性
癖
ほ
う
等
に
よ
る
俳
循

高
齢
者
社
会
を
む
か
え
る
に
あ
た
り
、
今
後
、
特
に
問
題
と
な
る
の
か
㈲
の
老
人

性
痢
ほ
う
等
に
よ
る
緋
個
で
す
。
在
宅
介
護
を
進
め
る
一
方
、
こ
の
発
生
率
は
増
加

の
傾
向
に
あ
り
、
介
護
者
の
負
担
も
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

「
も
し
、
大
切
な
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
」

今
回
は
、
こ
ん
な
緊
急
事
態
の
対
応
に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
ま
ず
、
家
族
や
親
類
に
よ
る
身
近
な
捜
索
が
行

わ
れ
ま
す
。
発
見
で
き
な
い
場
合
は
一
刻
を
争

う
た
め
出
来
る
だ
け
早
く
警
察
へ
の
届
け
出
と

町
　
（
役
場
総
務
課
）
　
へ
の
捜
索
依
頼
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

蔭

②
町
で
は
依
頼
を
受
け
て
、
行
方
不
明
者
の
情
報

収
集
　
（
依
頼
人
・
交
通
機
関
・
郵
便
局
等
か
ら
）

を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
も

と
に
消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
捜
索
プ
ラ
ン

を
立
て
ま
す
。

薩

③
区
長
や
民
生
委
員
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
区

の
捜
査
本
部
と
連
携
し
て
、
よ
り
広
域
的
な
現

場
捜
索
活
動
を
行
い
ま
す
。

捜
査
上
の
注
意

◇
二
次
災
害
等
の
危
険
も
あ
る
た
め
、
捜
査
範
囲

や
捜
査
時
間
等
に
つ
い
て
は
町
（
役
場
総
務
課
）

が
指
揮
を
と
り
ま
す
。

◇
地
区
内
で
は
、
区
の
代
表
を
区
長
と
定
め
、
民

生
委
員
と
の
協
力
の
も
と
、
地
元
の
捜
索
体
制

を
と
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

◇
暫
祭
や
タ
ク
シ
ー
会
社
、
郵
便
局
等
と
の
連
絡

を
密
に
と
り
、
関
係
機
関
と
合
同
捜
索
に
あ
た

り
ま
す
が
、
捜
索
の
経
費
　
（
消
防
団
関
係
等
）

は
原
則
と
し
て
か
か
り
ま
せ
ん
。



たの地区の禦㌔
各地区の役員きんが決まりました。色々な面で皆さ

んをサポートしてくれることになります。役員の皆

さん、今年一年よろしくお願いします。

〔敬称略〕

地区名 ��区　　長i　　℡ ��生産組合長 �公開長 �体調長 �子供育成会長 �民生腫委員 �老人ク会長 

島　　津 ��矢野薫美雄 �（293）0257 �舛添　正徳 �大場　豊能 �新井　荒一 �矢野　淳子 �大場イチコ �矢野　実利 

若　　松 ��舛添　定男 �（293）1550 �小野　邦雄 �要　　博文 �早川　俊男 �岡村　政治 �桝添∴紫紺 �丸井　勝一 

鬼　　津 ��秦　　勝治 �（293）0296 �太田　鍼雪 �川崎　圭三 �井口　勝征 �池田　美枝 �古石　孝義 �薬　　朝生 

尾　　崎 ��増田　真美 �（293）5169 �門司　好弘 �橘　三喜夫 �石村　栄二 �三林　和久 �鹿田　常菖 �森田　正一 

田圃北 ��安部　　弘 �（293）1885 �へ、－、一、－＼ �古屋　正信 �井下　　浩 �中山　雅代 � �窮鳥　　弘 

田圃南 ��宮嶋　徹翁 �（293）6721 �へへ、－、－一一＼ �中尾　作一 �中野　　努 �山田　敏子 �麻生　光明 �山瀬　薯久 

松　ノ　木 ��浅野宗次郎 �（293）5575 �柴田　昭徳 �神　　道嗣 �葉　隠一郎 �松山美代子 �内之倉益穂 �谷内　金雄 
田中ヨシノ 

別 府 �別府 �大場　重信 �（293）0634 �泉原憲太郎 �酒見　忠行 �安藤　貞昭 �窪田　幸子 �安増　　進 �仲野　邦彦 
緑光苑 ���へへ、－一、－＼ �大田黒貞輝 �松本　龍一 �村上みどり ��＼－、－一、－＼ 

仲野　良子 千代丸 ���吉田　茂三 �久保　　武 �石田　修二 �へへ、－－一一一一、 ��末富　　明 

今古賀 ��柴田　延之 �（293）1045 �子迫　信雄 �柴田　藷昭 �柴田　誠人 �渡部　朋子 �柴田　泰子 �手島　寿曹 

遠賀川 ��泉原　武彦 �（293）0091 �加藤　純一 �織田　孝雄 �白石　清隆 �牧迫　　巧 �織田　静子 �重松　　通 

旧　　停 ��山本　　運 �（293）2893 �重廣　重利 �伊藤　　億 �前原　　仁 �柴田　靖子 �木村　康夫 �＼－、－一、－＼ 

新　　町 ��濱同　輩達 �（293）6595 �へへ、一、－＼ �浅原　　忠 �築山　孝一 �坂口　ゆみ �吉光　浪子 �里山　椒市 

中　　央 ��中井亜富男 �（293）4206 �へへ、－一、－＼ �大域　正道 �和崎　　正 �小川　裕子 �山下　猛徳 �大口　広康 

広広渡 波遺言 ��柴田　英俊 �（293）2890 �徳王　昭利 �別田　末広 �長瀬　豊治 �Iii内　田香 �矢野ヤソエ �田代　勝次 

水上　寅吉 ����織田　守成 

木　　守 ��高崎　重徳 �（293）2924 �村田　千秋 �小Iii和明 �柴田　治義 �村田　悦子 �村田　光弘 �清末　篤治 

上別府 ��筋田　良秀 �（293）0501 �石松　　寅 �桝田　三吾 �桝田　英夫 �福山　洋子 �高　　孝士 �石松　太郎 

若葉台 ��吉武　眞一 �（293）4320 �＼－、一、－－＼ �鍋田　孝則 �森　　勝美 �高瀬　義昭 �撹徳　寛子 �＼－、－一、－＼ 

東和苑 ��坂田　　諭 �（293）3571 �へへ、一、－＼ �大家　和幸 �牛革　英雄 �北崎百合枝 �須ケ原嘉代子 �宮原　芳規 

浅　　木 ��柳井　博幸 �（293）1714 �一日　倉好 �中嶋　秀樹 �薬師寺　晃 �松井進太郎 � �石松　信夫 

老　　良 ��和田　高尾 �（293）3182 �原田郁二郎 �田中　　浩 �添田　千秋 �添田　善松 �原田　清和 �本田　敏典 

虫生津 ��毛利　蕾隆 �（293）0519 �縄手　武重 �峯　　俊一 �中尾新太郎 �篠田　直美 �古讃　美光 �貞未　　満 

緑ヶ丘 ��篠田　　藷 �（293）0245 �＼ �池永　英則 �阿部　芳夫 �中村　信子 �山本　辰雄 �＼ 
樋口　峰子 

芙　　蓉 ��波多野　遅 �（293）3343 �へへ、一、・＼ �Iii辺　均司 �横田　健二 �種田　一倍 �吉村　照子 �杉松　暢之 

区　　　　　長…各地区のまとめ役および行政とのパイプ役
生産組合長・各地区の農家のまとめ役および行政とのパイプ役
公　民　館　長…各地区の公民館事業のまとめ役および行政とのパイプ役
体　育　部　長…体育事業の取りまとめ役
子供育成会長…各地区の子供会の総責任者
民生児童委員…各地区住民の日常生活上の相談窓口
老人クラブ会長…各地区の老人クラブのまとめ役
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体育指導委員とは

体育指導委員は町が任命した非常勤職員で

あり、遠賀町におけるスポーツの普及、振興の

ための企画、運営、協力および住民への指導助

言を主に行っています。

体育指導委員会の組織と委員の紹介

研　　修　　部 �育　　成　　部 �普　　及　　部 

任 務 内 容 �（1）体育指導員相互の連絡提携 �（1）スポーツ組織の育成と拡充 �（1）社会体育推進事業の計 
（2）研修会・講習会の計画と �（2）社会体育指導者の育成と �画・立案・普及 

立案 �指導 �（2）体育指導委員だよりの発行 

（3）社会体育に関する調査と 研修 ��（3）スポーツ教室のチラシ発行 

委 員 氏 名 �◎田中　政嘉（遠賀川） �◎大山　孝利（松ノ本） �◎小IiI和明（木　守） 
毛利　義夫（浅　木） �中津留　整（別　府） �萩尾　修身（遠賀Iii） 

結城　時雄（広　瀬） �泉原種津美（上別府） �西村今朝美（芙　蓉） 

安高佳代子（尾　崎） �阿部　芳夫（緑ヶ丘） �権頭えり子（松ノ本） 

西田　勝美（田園北） �高崎　千草（老　良） �桑原恵美子（松ノ本） 

ミ÷＼＿
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三

三

・

一

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
最
適
な
も
の
で
す
。

健
康
維
持
、
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
本
来
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
比
べ
て
、
コ
ー
ト
内
は
三
人
（
前
衛
一
人
、
後
衛
二
人
）
の
た
め
、
初
め
て
の

人
で
も
容
易
に
ポ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

○
ラ
ケ
ッ
ト
の
シ
ャ
フ
ト
が
短
い
た
め
、
手
の
ひ
ら
で
ボ
ー
ル
を
打
つ
よ
う
な
感
覚
で
す
。

○
ス
ポ
ン
ジ
ポ
ー
ル
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
が
つ
い
て
い
る
の
で
ス
ピ
ー
ド
が
抑
え
ら
れ
、
簡
単
に
ラ

リ
ー
が
続
き
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ー
ル
を
角
度
を
つ
け
て
打
つ
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
ル
ー
ル
説
明

・
サ
ー
ビ
ス
は
必
ず
腰
よ
り
下
か
ら
ポ
ー
ル
を
打
ち
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
と
き
、
踏
み
出
し
た
足
は
床
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

・
サ
ー
ビ
ス
は
後
衛
の
右
側
の
人
が
し
ま
す
。

・
相
手
チ
ー
ム
か
ら
サ
ー
ブ
権
が
移
動
し
て
き
た
と
き
は
、
時
計
回
り
に
一
つ
位
置
を
交
代
し
ま
す
。

・
後
衛
の
人
は
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン
よ
り
前
で
打
つ
　
（
プ
レ
ー
す
る
）
　
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
前
衛
の
人
は
、
コ
ー
ト
内
で
自
由
に
打
て
ま
す
。

・
ポ
ー
ル
は
二
回
以
内
に
相
手
コ
ー
ト
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
ボ
ー
ル
に
触
れ
る
の
は
一
人
一
回
で
す
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会
の
お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

●
と
　
き
　
1
月
1
7
日
（
金
）
・
2
2
日
（
水
）
午
後
1
時
0
0
分
～
9
時

●
と
こ
ろ

広
渡
小
学
校
区
…
広
渡
小
体
育
館

島
門
小
学
校
区
…
島
門
小
体
育
館

浅
木
小
学
校
区
・
浅
木
小
体
育
館

●
参
加
資
格

町
内
在
住
者
、
在
勤
者

（
小
学
4
年
生
以
上
、
性
別
・
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
申
し
込
み
　
当
日
会
場
で
受
付

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

食
言
i
 
M
T

鼻
　
や
．
一

誓
露
誰
㌍
i
　
∴
∴
∴
言
上

●
参
加
資
格

町
内
在
住
者
、
在
勤
者
（
小
学
4
年
生
以
上
、
性
別
・
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

個
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
一
チ
ー
ム
3
人
で
す
。

●
申
し
込
み
　
1
月
2
3
日
（
木
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
に
電
話
で
申
し
込
む
か
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
の
と
き
に
各
会
場
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
　
℡
　
（
2
9
3
）
6
5
2
5
　
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係



私の健康は皆さん、健康診香を受けていますが？
私が守る　　　いつもがんばって働いている私たちの身体もときには故障することがあります。

『健康診査』は自分で気づかない病気を早期に発見し、早期に治療する大きなチャ

ンスです。それとともに生活習慣をチェックすることも大きな目的となります。

1年に1度積極的に受診して、日々の健康づくりに役立てましょう。

遠賀町の総合健診は、胸部レントゲン検査・胃がん検診・基本健康診査・大腸が

ん検診の4つの健診を1度に受けることができます。

∽iO

⑬㊨㊧⑳◎㊨㊨

総合受付
最初に総合受付で受診券、料金、

健康手帳を提出してください。

↓
胸　　部 �対象・・・18歳以上（遠賀町民に限る） 

レントゲン �（昭和56年4月1日以前に生まれた人） 

検　　査 �料金・・・無料 

胃がん �対象・・・30歳以上（遠賀町民に限る） 

検　　診 �（昭和44年4月1日以前に生まれた人） 

（午前中のみ） �料金・・・500円 

大腸がん �倭に出血反応があるかどうかの検査です。検 

検　　診 �診日に容器を渡して説明しますので後日決めら れた日に検体（便）を提出してください。 

（午前中期み） �対象・・・40歳以上（遠賀町民に限る） 

（瑠和34年4月l日以前に生まれた人） 

料金・・・500円 

基本健康 �対象…40歳以上（遠賀町民に限る） 

診　　査 �（瑠和34年4月1日以前に生まれた人） 
料金…500円 

※今年から午後の健診受付が、1時－2時までとなりました。
ご注意ください。

総
合
健
診
の
予
約
は

お
済
み
で
す
か

す
で
に
予
約
さ
れ
た
人
に
は
予
約
確

認
通
知
を
4
月
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

記
載
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

括
足
さ
れ
た
H
と
違
う
日
に
受
け
た

い
場
合
で
も
、
予
約
さ
え
し
て
い
れ
ば

違
う
会
場
に
来
て
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
予
約
が
な
い
と
会
場
で
し
ば
ら
く
待

っ
て
も
、
？
つ
か
、
混
雑
す
る
会
場
で
は

受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）

ま
だ
予
約
し
て
い
な
い
が
、
受
診
を

希
望
す
る
と
い
う
人
は
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
予
約
さ
れ
た
人
に
は
健

診
の
1
～
2
か
月
前
に
受
診
券
を
郵
送

し
ま
す
。
）

健
診
轄
栗
に
つ
い
て

例
年
通
り
、
健
診
結
果
は
受
診
1
か

月
後
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

て
、
健
診
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

後
日
計
画
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
結

果
が
要
精
密
、
要
医
療
、
受
診
中
と
な

っ
た
方
で
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
活
習
慣
病
（
成
人
病
）
　
は
、
日
ご

ろ
の
生
活
習
慣
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
活
が
便
利
に
な
っ
た
今
、

糖
尿
病
や
肥
満
な
ど
の
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
健

診
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
生
酒

を
見
直
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
前
　
日

○
夕
食
は
午
後
8
時
ま
で
に
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

○
前
日
は
飲
酒
・
喫
煙
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○
夜
更
か
し
を
せ
ず
、
十
分
に
睡
眠
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

○
当
　
日

〇
円
が
ん
検
診
を
受
け
る
人
は
、
飲
食

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
飲
食
し
た
場

合
、
検
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
）

○
基
本
健
康
診
壷
を
午
前
に
受
け
る
人

は
朝
食
を
、
午
後
に
受
け
る
人
は
昼

食
を
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
正
し

い
血
糖
値
が
で
ま
せ
ん
。
）

○
で
き
る
だ
け
着
脱
し
や
す
い
服
装
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
尿
検
査
が
あ
り
ま
す
。
検
査
直
前
に

排
尿
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
女
性
は
生
理
の
経
過
に
注
慧
し
て
く

だ
さ
い
。
（
尿
検
査
で
潜
血
反
応
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
）

※
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
と
き
は
、
X

線
検
査
を
絶
対
に
受
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。

参

●
受
診
券

●
問
診
票
（
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
・
基
本
健
診
を
予
約
し
た
方
に

郵
送
し
ま
す
）

●
健
診
料
金
　
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

を
除
い
て
各
健
診
五
百
円
）

※
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係



0－157に

ご注意ください

●「0－157」つてなあに？

人間の場内にいる大腸菌は通常害を与えませんが、なかiこは

人に下痢を起こさせるものがいます。それが病原性大腸茜です。
0－157は、この病原性大場茜の一つです。

0－157は、他の食中毒茜と同じように口から商が入って感
染します。
食中毒は一般（こ気温が高くなる初夏から初秋にかけて増加しま

すが、0－157も同じように、この時矧こ集中して増加します。

●0－157Iこかかったときの痘状は？

0－157に感染してもすべての人に症状がてるわけではありませ

んが、一般的なものは体の中に入って4－8日後位に症状がでます。

主な症状

①はじめは「だるい」、「元気がない」といった風邪に似た症状
②へそから下腹執こかけての激しい腹痛と下痢が起こる
◎水棲性下痢から1－2日後に出血性下痢が起こる
④発熱や唖吐を伴うこともある
方－、症状がでたら、ただちにかかりつけ医師の診察を受けましょう。

乳幼児は特に気をつけてください。

●どうすれば予防できるの？
1．手を洗いましょう
・食事前、外から帰ってきた時、トイレの後は石けんと流水で十分

に手を洗いましょう。
・使用後の蛇口の把手は水で流し、清潔iこしましょう。

・爪はきちんと切り、爪の中を清潔にしてあきましょう。

2．食品は衛生的に取り扱いましょう
・食材は流水で十分に洗いましょう。

・弼理する時は十分に加熟しましょう。（食品の中心温度が75℃以

上で1分以上）
・謁理した食品は早めに食べましょう。

・食品を保存する場合は、冷蔵庫で5℃（低温）で保存しましよう。

・包丁、まな板、ふきんはよく洗った後、熱湯をかけて消毒しましょ

う。

3．入浴時の注意
・浴槽は毎日洗い、浴槽の水は毎日交摸しましょう。

・湯船につかる前に、肛門部や陰部を十分に洗い流し、入浴しま

しょう。

●問い合わせ　遠賀保健所（保健課・衛生課）
℡（201）4161

平成10年度総合健診日程表
午前⇒9時～11時

午後⇒1時一2時

と　き 6月24日（水 � �　98888OSSSSZi 道　官　集　会　所 

）午前 

6月26日（金 �）午前 �自　　　信　　公　　民　　館 

6月30日（火 �）午前 �若　　松　　公　　民　　館 

7月1日（水 �）纂 �鬼　　津　　公　　民　　館 

7月3日（金 �）午前 �中　　央　　区　　公　　民　　館 

7月7日（火 �）叢 �尾　　崎　　公　　民　　館 

7月15日（水 �）纂 �田園コミュニティーセンター 
（田園北南地区） 

7月16日（木 �）午前 �田園コ　ミ　ュニティ　センター 
（田園北南地区） 

7月22日（水 �）纂 �広　　渡　　公　　民　　館 

7月24日（金 �）纂 �木　　守　　公　　民　　館 

7月26日（日 �）叢 �遠　賀　町　中　央　公　民　館 
（遠賀川地区） 

7月29日（水 �〉纂 �松　　ノ　　本　　公　　民　　館 

7月30日（木 �）纂 �松　　ノ　　本　　公　　民　　館 

8月4日（火 �）纂 �東　　和　　苑　　公　　民　　館 

8月5日（水 �）午前 �東　　和　　苑　　公　　民　　館 

8月10日（月 �）午前 �島　　津　　公　　民　　館 

8月18日（火 �）叢 �別　　府　　公　　民　　館 

8月19日（水 �）午前 �別　　府　　公　　民　　館 

8月23日（日 �）纂 �遠　賀　町　中　央　公　民　館 
（今古賀地区） 

8月26日（水 �）午前 �老　　良　　公　　民　　館 

9月1日（火 �）午前 �虫生津公民館（虫生津、芙蓉地区） 

9月2日（水 �）午前 �虫生津公民館（虫生津、芙蓉地区） 

9月4日（全 �）叢 �上　　別　　府　　公　　民　　館 

9月7日（月 �）午前 �緑　ヶ　丘　区　東　公　民　館 

9月11日（仝 �）午前 �若　　葉　　台　　公　　民　　館 

9月16日（水 �）纂 �渋　　木　　公　　民　　館 

9月17日（木 �）午前 �浅　　木　　公　　民　　館 

9月21日（月 �）蓋 �新　　町　　公　　民　　館 

9月22日（火 �）午前 �新　　町　　公　　民　　館 

9月27日（日 �）纂 �ふ　れ　あ　い　の　里　セ　ン　タ　ー 

あ
な
た
の
愛
を
分
け
て
く
だ
さ
い

献
血
車
が
ま
い
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
3
日
（
火
）
　
午
前
日
時
～
午
後

4
時
　
（
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
玄
関
前

●
献
血
の
種
類
　
2
0
0
平
4
0
0
部

●
そ
の
他
　
今
回
は
成
分
献
血
は
あ
り
ま
せ
ん

マ
ム
シ
に
ご
注
意
′

暖
か
い
季
節
が
近
づ
き
、
湿
度
も
高
く
な
る
と

や
ぶ
の
中
か
ら
マ
ム
シ
が
出
て
き
ま
す
。
も
し
か

ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら
早
急
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。
マ
ム
シ
の
血
清
が
あ
る
病
院
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

●
福
岡
県
立
遠
賀
病
院
℡
（
2
8
2
）
0
1
8
1

●
中
間
市
立
病
院
　
　
℡
（
2
4
5
）
0
9
8
1

●
町
立
芦
屋
中
央
病
院
℡
（
2
2
2
）
2
9
3
1
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6月26日（金）まで

（D O

電話加入権を

公売します

●とき　6月1511（月）’l前10時～

●ところ　役場2酪大会議室

●公売物件　電話加入櫛2回線

●公売方法　入札

●代金の納付　当日の納付に限り

ます

●問い合わせ　税務課徴収係

●その他　入札参加を稀望される

場合は、i輔iiに連絡をお願いし

ます

＠㊦i2

く

ら

し

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

交
通
再
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し

て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を

持
っ
て
い
る
人
は
検
察
審
査
会
に
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
小
倉
検
察
審
査
会
事

務
局
　
（
福
岡
地
方
裁
判
所
小
倉
支
部

内
）
　
℡
　
（
5
6
1
）
　
3
4
3
1

1
歳
半
健
康
診
杏
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
2
5
日
　
（
木
）

受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
3
0
分

健
診
＝
午
後
1
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
8
年
1
0
月
か
ら
1
2
月
生

ま
れ
の
幼
児
　
（
1
歳
6
か
月
～
1
歳

8
か
月
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
像
康
手
帳
、

健
診
票
　
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
身
体
測
定
、
小
児
科
医
・

歯
科
医
に
よ
る
診
察
、
保
健
婦
・
栄
糞

士
・
歯
科
衛
星
士
に
よ
る
健
康
相
談

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

航
空
教
室
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
航
空

教
室
　
（
サ
マ
ー
タ
イ
ム
・
イ
ン
・
ア
シ

ヤ
）
　
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
　
1
月
2
2
日
（
水
）
～
2
4
日
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

●
対
象
者
　
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

00人

●
内
容

▽
航
空
機
・
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
管
制
塔

等
見
学

▽
地
上
訓
練
機
へ
の
試
乗

▽
野
外
炊
飯
お
よ
び
隊
内
生
活
体
験
等

●
申
し
込
み
　
1
月
3
日
ま
で
に
電
話

で
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
へ

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
5
3
1

類
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

広
げ
よ
う
人
権
の
輸

県
民
講
座
参
加
者
募
集

差
別
を
無
く
す
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
福
岡
県

人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
権

に
つ
い
て
の
県
民
講
座
を
開
話
し
ま
す
。

●
講
座
内
容

1
月
1
1
日
　
（
土
）
　
人
権
全
般

8
月
8
日
　
（
土
）
　
同
和
問
題

9
月
1
2
日
　
（
土
）
　
女
性
問
題

1
0
月
1
0
日
　
（
土
）
　
障
害
者
問
題

日
月
1
4
日
　
（
土
）
　
子
ど
も
問
題

1
2
月
1
2
日
　
（
土
）
　
高
齢
者
問
題

※
講
座
の
内
容
は
、
一
部
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ

ン
タ
ー
（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
1
階
）

●
募
集
人
員
　
毎
回
　
百
人

●
参
加
費
　
1
回
　
二
百
円

●
申
し
込
み

各
講
座
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
福
岡

県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
。

（
申
込
省
は
福
祉
課
地
域
改
善
係
で
）

福
岡
県
人
権
啓
発
悩
報
セ
ン
タ
ー
事

業
課
〒
八
一
六
－
〇
八
〇
四

番
目
市
原
町
3
丁
目
1
番
1
号

℡

0

9

2

　

（

5

8

4

）

　

1

2

1

1

F
A
X
O
9
2
　
（
5
8
4
）
　
1
2
7
3

『
平
成
叩
年
度
　
不
正

大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
』

－
き
れ
い
な
け
し
の
花
に
ご
用
心
－

き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
け
し
に
は
植
え
て

良
い
も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽
草
丈
が
高
い

▽
茎
が
白
っ
ぽ
く
毛
が
少
な
い

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る

▽
菜
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、
ま
わ
り

の
切
れ
込
み
が
浅
い
な
ど

※
こ
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
ら
、

遠
賞
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

福
岡
県
職
員

採
用
試
験
が
あ
り
ま
す

中
級
試
験

●
試
験
区
分
　
行
政
事
務
、
学
校
事
務
、

警
察
事
務
、
栄
嚢
士

第
1
次
試
験

▽
と
き
　
8
月
2
日
　
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
福
岡
工
業
大
学

第
2
次
試
験
　
8
月
下
旬
予
定

●
受
付
期
間
　
6
月
2
9
日
～
1
月
1
0
日

●
受
験
資
格

▽
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
4
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人



特別減税のため、住民税の

納期が変わりました

特別減税の追加により、平成10年度分の個人住民税の納期

等が一部変更（こなります。

特別徴収の人

税額通知の期限が6月30日まで（現行5月31日まで）に変

更されます。

普通徴収の人

第一期の納期のみ、7月16日から31日まで（現行6月16日から

30日まで）に変更されます。

i3＠匂

▽
　
「
栄
養
士
」
　
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士

の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
ま
た
は
平

成
Ⅱ
年
5
月
ま
で
に
免
許
を
取
得
す

る
見
込
の
あ
る
人

▽
日
本
国
籍
の
人
（
栄
養
士
の
場
合
は
、

日
本
国
籍
で
な
く
て
も
現
に
日
本
に

永
住
し
て
い
れ
ば
受
験
で
き
ま
す
）

▽
行
政
事
務
に
つ
い
て
は
、
点
字
受
験

も
で
き
ま
す
。
（
試
験
地
お
よ
び
試
験

時
間
が
異
な
る
た
め
、
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課

℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
3
8
8
3

電
話
番
号
案
内
料
の

免
除
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

今
ま
で
、
身
体
障
害
者
と
戦
傷
病
者

に
対
す
る
電
話
番
号
案
内
料
の
免
除
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

新
た
に
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
人
も
対
象
に
な

り
ま
し
た
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

N
T
T
支
店
ま
た
は
営
業
所
の
窓
口

ま
た
は
郵
送
で
の
申
し
込
み

▽
窓
口
で
の
申
し
込
み

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
提
示
し
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
す
る

▽
郵
送
で
の
申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
コ
ピ
ー
（
氏
名
、

手
帳
番
号
、
障
害
名
、
級
別
・
障
害

の
程
度
の
記
載
部
分
）
　
を
添
え
て
N

T
T
支
店
ま
た
は
営
業
所
へ
郵
送

※
N
T
T
折
尾
営
業
所

℡
　
（
6
0
3
）
　
4
2
0
0

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

試
験
（
税
務
職
員
）
が

あ
り
ま
す

第
1
次
試
験

▽
と
き
　
9
月
6
日
　
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
福
岡
、
久
留
米
、
北
九
州
、
飯

塚
、
佐
賀
、
長
崎
お
よ
び
佐
世
保
の
各
市

●
受
験
資
格
　
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
弱
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

●
受
付
期
間
　
6
月
2
4
日
～
7
月
1
日

●
採
用
人
数
　
九
州
地
区
で
約
五
十
人

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
国
税
局
人
事
第

二
課
℡

0

9

2

（

4

1

1

）

　

0

0

3

1

平
成
叩
年
度
保
母
試
験
と

保
母
試
験
準
備
講
習
会
の

お
知
ら
せ

保
母
試
験

●
と
き
　
8
月
5
日
　
（
水
）
　
か
ら
1
日

（
金
）
　
ま
で
の
3
日
間

●
と
こ
ろ
　
第
一
保
育
短
期
大
学
お
よ

び
第
一
経
済
大
学

●
申
し
込
み
　
6
月
1
5
日
ま
で
に
遠
賀

福
祉
事
務
所
へ

℡
　
（
6
0
1
）
　
2
1
2
1

※
こ
の
試
験
は
、
資
格
試
験
で
あ
り
採

用
試
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん

保
留
試
験
準
備
講
習
会

●
と
き
　
1
月
1
3
日
　
（
月
）
　
か
ら
2
5
日

（
土
）
　
ま
で
の
1
2
日
間

●
と
こ
ろ
　
第
一
経
済
大
学
記
念
厚
生

会
館

●
受
講
料
　
全
科
目
受
講
一
万
三
千

円
、
一
部
科
目
受
講
　
3
日
以
内
＝

八
千
円
、
4
日
以
上
＝
一
万
円
、
テ

キ
ス
ト
代
　
六
千
五
百
円

●
申
し
込
み
　
6
月
2
6
日
ま
で
に
福
岡

県
保
育
所
連
盟
へ

℡
0
9
2
　
（
5
8
2
）
　
7
9
5
5

※
申
込
書
は
ど
ち
ら
も
役
場
福
祉
係
に

平
成
叩
年
度

毒
物
劇
薬
取
扱
者
試
験
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
8
月
4
日
　
（
火
）

●
と
こ
ろ
　
第
一
薬
科
大
学

●
受
付
期
間
　
6
月
2
2
日
　
（
月
）
　
～
2
6

日　（金）

●
申
し
込
み

県
内
居
住
者
…
住
所
地
を
所
管
す
る

保
健
所

県
外
居
住
者
…
福
岡
県
保
健
福
祉
部

薬
務
課

●
受
験
料
一
万
五
百
円

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
薬
務
課

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

事
業
主
の
み
な
さ
ん

守
ら
れ
て
ま
す
か

週
的
時
間
労
働
制

平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
一
部
の
事

業
所
を
除
き
週
四
十
時
間
労
働
制
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
時
間
の
短
縮

は
、
従
業
員
の
ゆ
と
り
と
ヤ
ル
気
を
生

み
出
し
仕
事
の
能
率
も
ア
ッ
プ
す
る
な

ど
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
企
業

や
職
場
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
事
業
主
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
特
例
措
置
と
し
て
週
四
十
六

時
間
ま
で
の
労
働
が
認
め
ら
れ
て
い
る

事
業
場
は
、
商
業
、
映
画
・
演
劇
業
、

保
健
衛
生
業
、
接
客
娯
楽
業
（
い
ず
れ

も
規
模
九
人
以
下
の
事
業
所
※
業
種
は

労
働
基
準
法
第
8
条
に
よ
る
分
類
）
　
で

す
。
そ
れ
以
外
の
事
業
所
は
す
べ
て
週

四
十
時
間
労
働
制
で
す
。

ま
た
、
国
で
は
百
人
以
下
の
事
業
所

を
対
象
と
し
た
週
四
十
時
間
労
働
制
定

着
の
た
め
の
助
成
措
置
を
新
設
し
ま
し

た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
北
九
州
西
労
働
基
準

監
督
署

℡
　
（
6
2
2
）
　
6
5
5
0



●仕事はどうですか

今年で6年目。今は窓口の仕事をしています。

職場が家から近いので、知り合いの方もたくさ

ん来てくれます。月末など回tLいけれど、お

客さんに言葉をかけてもらえると本当に嬉しく

って、疲れなんか一遍に吹っ飛んじゃいますね。

去年からは逓信野球部のマネージャーもやっ

てるんですよ。

●趣味・特技は

ドライブが大好きです。休みの日はよく遠く

に出かけますね。この前も、福岡まで買い物に

行ったんですよ。それと、最近はビリヤードに

もハマってます。ねらったところに爽っ直〈い

くようになって、とても楽しくなりました。

特技は5年間習っている生け花です。

●どんなタイプの男性が好きですか

さわやかで優しい人が好きです。芸能人でい

うなら、竹野内豊みたいな人かな。とにかく、

優しい人がいいですね。

●遠賀町へ要望があればどうぞ

水上レガッタがなくなって残念です。毎年楽

しみにしてたんですけど・・。せっかくだから川

を有効に使った新しいイベントを企画してほし

いと思います。

それと、夜道が暗いのがちょっと知こなります

ね。もう少し明るくしてもらえたらと思います。

このコーナーは町の岩音を紹介するものです。
自薦、他薦、性別は問いませんので、近所の若
者や圃場の苦香をどんどん紹介してください。

平成10年4月分

火　　災

救急出動

遠賀町　　0

郡　内　　3

遠賀町　53

郡　内　227

＠⑤I4

「　平菩
山

婚
国書隔

「たくさん食べて、元気でやさし
い女の子に育ってね」とお母さん
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岸
原
　
真
美
さ
ん

2
5
歳
　
上
別
府

（
遠
賀
信
用
金
庫
勤
務
）

4
月
2
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ふ
れ
あ

い
の
里
研
修
セ
ン
タ
ー
も
、
利
用
者
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修

セ
ン
タ
ー
は
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
憩
い
の
場
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か

さ
て
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
新

鮮
な
畳
の
匂
い
が
ほ
の
か
に
香
る
研
修

セ
ン
タ
ー
の
、
記
念
す
べ
き
第
1
号
を

ち
ょ
っ
と
取
材
し
て
み
ま
し
た
。

鵜
一
般
利
用
第
1
号
　
（
写
真
上
）
○

纂
2
0
回
軍
人
恩
給
連
盟
遠
賀
町
支
部
総
会

笑
顔
が
溢
れ
る
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と

き
。
仲
間
た
ち
と
託
も
弾
ん
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

営
宿
泊
第
1
号
（
写
真
下
）
’

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
宿
泊
研
修

ち
ょ
う
ど
晩
御
飯
を
作
っ
て
い
る
罷

中
で
し
た
。
何
を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
っ

て
。
そ
れ
は
お
い
し
い
肉
シ
ャ
ガ
で
す
。

心
や
わ
ら
ぐ

ふ
批
あ
い
の
里
聯
燈
せ
ン
女
l
－
高
鳴
華
。
雷

皆
さ
ん
は
「
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
手
‥
」

を
需
じ
ま
す
か
。
私
が
こ
の
予
‥
の
こ
と
を

知
っ
た
の
は
小
字
生
の
と
き
で
し
た
。
「
1

9
9
9
年
、
地
球
が
滅
亡
す
る
」
私
は
単

純
な
の
で
こ
の
手
の
話
は
全
都
信
じ
て
し
ま

う
ん
で
す
。
U
F
O
、
幽
経
、
雪
男
、
M
r

マ
リ
ノ
ク
に
空
ろ
ま
で
そ
の
鈍
間
は
と
と
ま

票


